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持続可能な社会を築くためには、地球システムの安定と自己回復力を、人類の共有財産（グロー
バルコモンズ）として守る方法を見つけ、合意し、行動しなければならない。東京大学の
石井菜穂子理事・教授がCOP26での議論を踏まえて、グローバルコモンズについて語った。
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グローバルコモンズの責任ある管理
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気候変動は単に気候の問題ではなく、
地球環境と経済社会システムの衝突だ
と考える視点が重要だ。人類は過去１万
2,000年ぐらいの間に、気温が温暖な
ところで安定した「完新世」の時代に恵
まれ発展した。しかし現在は人間が地
球環境の運命を決めてしまう「人新世」
の時代に入った。大きな経済成長を遂
げる中で、地球の安定性を維持する九
つの重要な要素のうち、気候変動、土
地利用、生物多様性、化学物質循環な
どでわれわれは地球の限界（プラネタ
リーバウンダリー）を越えつつあり、こ
れまでの安定的なシステムを離れて不
可逆的な未知の状態へと移行しつつあ
ると科学者たちは警告している。
このまま放っておくと、温暖化がさ
らに進み、さまざまな形での環境への
ストレスが高まり、地球は非常に住み
にくくなっていくだろう。どう完新世
に近い地球と人間の関係に留め置くこ
とができるのか。それが地球環境問題、
気候変動問題の本質だ。
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安定的で自主回復性のある地球シス
テムであるグローバルコモンズを適切
に管理していく上で最も重要なのは、
構成員がみんなでルールを守らなけれ
ば最後は自分が損をするという実感を
持ち、違反をしたときのペナルティー
を認識していることだ。COP26の気候

変動対策は、まさにグローバルコモン
ズを守るための仕組みをどう作るかの
取り組みだ。だが、国連気候変動枠組
条約の制定から30年が経過し、国と国
との約束によってグローバルコモンズ
を守るのがいかに難しいか。その間に
地球環境が急速に悪化していることか
ら明白だ。
東京大学グローバル・コモンズ・セン
ターでは、いくつかの研究機関とチー
ムを組んで作業を行っている。地球環
境を守るためセンターで提唱している
フレームワークは、「4×4」のマトリッ
クスである。地球環境を圧迫するエネ
ルギー、食料、生産・消費、そして都
市の四つのシステムの転換と、それを
トリガーするアクションレバーとして、
ガバナンス構造、経済制度・政策金融、
ジャストトランジション（公平な移行）、
サイバートランスフォーメーションを
組み合わせ、グローバルコモンズを守っ
ていく枠組み作りを目指す。
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今回のCOP26について、新聞などの
一般的な評価はあまり高くないが、国
家間交渉についても大きな進展はあっ
たと思う。まず産業革命前と比べて気
温上昇を1.5℃に収めるということが、
世界の共通目標として固定化された。

また、来年のCOP27までに、各国が
目標を積み上げることも呼び掛けられ
た。「石炭火力」という言葉が公式文書
に初めて入り、段階的削減の方向性が
示されたのも評価していい。それ以上
に重要なのが、政府間の正式交渉の枠
組みの外で、国、企業、市民団体、消
費者、投資家などさまざまなグループ
がいろいろな形のコミットメントをし
たことだ。新車の100％でゼロエミッ
ション化、森林伐採防止策など多くの
合意形成が行われた。
また、世界経済フォーラムは米国の
ジョン・ケリー気候問題担当大統領特
使と「ファースト・ムーバーズ・コア
リション」という枠組みを設立した。
これは企業のリーダーが中心となって、
バリューチェーン全体で脱炭素化と新
たな需要創出を目指す枠組みである。
企業による気候変動などサスティナビ
リティ関連情報の国際的な開示基準を
作るため、「国際サステナビリティ基準
審議会（ISSB）」の設立が合意されたこ
とも大きな成果だと考える。
今回のCOP26に参加して、グロー
バルコモンズの管理は正念場だと感じ
た。日本はエネルギー事情など特殊性
を言い訳にすることなく、真正面から
どのように取り組んでいくのかを突き
つけられている。
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